
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 
佐礼谷地域を見守る階上山（中替地） 
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１ はじめに ～佐礼谷のために、できることから始めよう～   

  

 私たちのふるさと佐礼谷地域は、いま大きな分かれ道に立たされています。全国の中山間地域

がそうであるように、今後急速な少子高齢化と過疎化を迎え、近い将来、地域から人が減るでし

ょう。高齢者ばかりの集落では、これまで当たり前に行われてきた集落活動が行えなくなるばか

りか、集落によっては存続そのものさえ危ぶまれます。 

また疲弊した行政は地域政策を大幅に削減することが予想されるため、今後は行政の職員や補

助金に頼ることなく、地域住民自身の知恵と責任で地域運営をする必要があります。 

このように、田舎で生活する者にとっては暗い話題が多い昨今ですが、大きな決断をした今、

もう私たちに心配はありません。 

現実から目をそらし、見ないふりをするのはやめましょう！地域を見つめ直し、前を向いて、

地域の活性化のために一歩ずつ進んでいきましょう！自分たちの地域は、だれかに何とかしても

らうのではなく、自分たちの手で住みやすくしていきましょう！ 

幸い佐礼谷には豊富な経験や熱い情熱、そして家族同然の連帯感を持った「人」、豊かな自然

とそれを最大限に生かした「物」そして古の昔から地域に根ざして生活してきた「知恵」など、

都会には無い宝物がたくさん眠っています。柔軟な発想でそうした地域の宝物を有効に活用して

いくことで、未来は明るく拓けるはずです。 

 誰のためでもなく、私たちを育んでくれたこの佐礼谷が将来にわたって誇り高いふるさとであ

りつづけることを目指して、地域住民が一丸となって取組みを始めるときがやってきました。 

将来の佐礼谷が笑顔であふれているように、そして素敵な佐礼谷を将来の子どもたちに残して

いくために、全ての住民の皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

           

                    

 

 

２００９年４月 

 

 

 

  

住民自治されだに会長 松 浦 弘 正 

拝鷹山より小学校を望

む 



２ 地域まちづくり計画とは 

◆地域まちづくり計画とは 

地域まちづくり計画とは、地域運営をしてい

くうえでの判断基準となるものであり、地域と

しての方針や目標を定める、いわば「地域の未

来創造図」となるものです。 

住民自治されだにでは、発足以前から２年近

くにわたって協議を重ね、地域まちづくり計画

を策定しました。 

 この地域まちづくり計画では、１０年後の佐

礼谷地域をどういう地域にしたいのか、自分た

ちの子や孫にどのような地域を残したいのか

という将来像を明らかにし、その実現のための方法について、短期、中期、長期の３段階の目

標に分けて実践していくことを目指しています。 

  

◆何よりも活動が大切 

 今後はこの計画に沿った活動を進めてい

くことで、地域の中の改善したほうがいいと

ころや将来に残していきたいところなどに

ついて住民同士が話し合い、互いに支え合い、

また学び合う地域づくりを目指します。 

活動の中ではいろいろな意見がぶつかり、

時には対立することもあるでしょう。しかし、

互いの価値観を理解し、認め合うことで、一

歩ずつ理想の地域に近づいているはずです。 

「自分たちの地域のことは自分たちの責任で決める」という住民自治の基本をしっかりと踏

まえ、住民一人ひとりが地域づくりの主人公であるという意識を持ちながら各種団体や企業、

行政等と連携し、心の通い合う身近な地域づくりに取り組んでいきます。 

  また、女性や若者が地域で活躍できる場を提供していくことで、次世代への「地育力」向上

の拠点としての組織づくりも目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民自治検討委員会での協議 

グループワークの様子 

短期計画・・・ １～３年の間に実施できる比較的手軽な目標とし、小さく確実な成功事例を重

ねることで自信をつけるとともに、組織運営のノウハウを身に付けます。 
 

中期計画・・・ ４～７年中の実施を目標とする、少し応用力の必要な活動です。地域の将来の

ための布石となるよう一歩先を見た活動が求められます。 
 

長期計画・・・ ８～１０年、またはそれ以上先まで視野に入れた活動です。将来にわたって継

続できる自立した地域づくりのために必要な内容が盛り込まれています。 



住民自治への取組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習会 

ふるさとが 

危ない！！ 
何とかせんと 

いかん！！ 

検討委員会 
の検討 

メンバーは 

誰にしよう？ 

検討委員会 
の発足 

第１回～ 

 第２回 

地区代表者 
への説明会 

住民自治組織を 

立ち上げようと 

思います 

検討委員会 

 

あーでもない 

 こーでもない 住民及び各種

団体企業にへ

の説明会 

規約などの案 

ができました 

検討委員会 

第８回 

選考委員会 

の発足 

役員さんを 

   選ぼう 

第９回～ 

 第 10 回 

検討委員会 
最終打合会 

 

いよいよ 

 大詰めね！！ 

バンザーイ 

バンザーイ 

過疎少子高齢化の実

状と、住民自治の推進

について、学習会を行

いました。 

検討委員会の役員や、今

後のスケジュールなどに

ついて協議しました。 

地域の代表者である広報

区長や広報委員に説明し

住民へ周知してもらうと

ともに、集落としての同

意を確認しました。 

組織のルールともいえる

規約についての検討をし

ました。 組織の名称 

組織体制 

会議の方法 

役員・役員の選出方法 

会費  など 名称も募集 

してみよう！ 

地域の代表者及び地域内

の各種団体や企業に対し

て説明会を行いました。 

（規約は全戸配布） 住民自治組織の役員を選

ぶ選考委員会の検討をし

ました。 

住民自治組織の部員の選

出の検討や、次年度の事

業計画、予算などについ

て協議をしました。 

地域まちづくり計画の策定後は、部会別に計画に沿った活動を進めていきます。 

役員まかせ、他人まかせにせず、住民一人ひとりがまちづくりの主人公であるとい

う自覚を持って活動に取り組んでいきましょう。 

努力の先には、きっと素敵な未来が拓けています！ 

青年部会（30 代以下） 

壮年部会（40 代～50 代） 

実年部会（60 代以上） 

部会別で計画案の作成 

住
民
自
治
組
織 

 

発
足 

 
 

 

地
域
ま
ち
づ
く
り 

計
画 

 

完
成
！ 

計画に沿って 

住民みんなでがんばろう！ 
佐
礼
谷
地
域
の 

素
敵
な
未
来
へ 



３ 佐礼谷って、どんなところ？ 
 

（１）佐礼谷地域の概要 
佐礼谷地域は、県都松山市から車で５０分程度、伊予市の中心部から２０分程度の位置に

ある旧中山町の一つの地域です。昭和３０年の昭和の大合併以前は、佐礼谷村という一つの

村として運営されていましたが、昭和、平成の大合併を経て、現在は２つの広報区、１５の

広報委員区（集落）により成り立っています。 

 山紫水明の豊かな自然に囲まれた地域で、春にはサクラ、夏にはホタル、秋には紅葉、冬

は雪景色など、四季折々の移ろいを楽しむことができます。 

   また、年間を通して降り注ぐ満天の星空は、まさに天然のプラネタリウム。人々の目を楽

しませるばかりではなく、心に安らぎを与えてくれます。 

 清らかな水や豊かな土壌、温暖な気候にも恵まれていますので、農業に従事する人も多く、

収穫された新鮮な野菜やおいしいお米は、地域を問わず大勢の人に喜ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐礼谷地域 

佐 礼 谷 地 域 位 置 図 
The position figure of the SAREDANI area 



（２）人口等の状況及び推移 
農業や鉱山業等が栄えていた５０年前には２，０００人近くいた人口ですが、現在８００

人足らずとなっています。 

 
 50 年前 30 年前 現在（H19.8） 20 年後 

人 口 1,984 人 1,192 人 789 人 ??? 

世帯数 384 戸 311 戸 291 戸 ??? 

 

 

最も多い年代は５０代～８０代に集中し、１０代以下の子どもの数は全体の 11.3%に過ぎ

ません。過疎少子高齢化は、佐礼谷地域においても非常に深刻な問題となっています。 
 

年齢別構成（H19..8） 

0-9 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 90 代 100- 

40 人 49 人 68 人 59 人 65 人 134人 103人 147人 111人 13 人 0 人 

5.1% 6.2% 8.6% 7.5% 8.2% 17.0% 13.1% 18.6% 14.1% 1.6% 0.0% 

 

（３）地域内の主な施設 
佐礼谷地域には、右のような施設がありますが、過疎少子化、人口減少等の影響により、

常に存続に関わる問題が浮き沈みしています。 

しかし佐礼谷小学校については、近年増加傾向に

あり、住民は今後も地域の求心力としての役割に期

待しています。 

また、公的交通手段に乏しく、移動は自家用車や

バッテリーカーなどに頼らなければならない状況に

あります。特に交通手段を持たないお年寄りは買い

物や通院などに苦労をしているため、有効な対策を

考える必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎佐礼谷の主な施設（児童数は H20.4 現在） 

伊予市役所佐礼谷出張所 

佐礼谷診療所 

佐礼谷小学校（全児童 23 人） 

佐礼谷保育所（全児童 6人） 

佐礼谷郵便局 

佐礼谷経済センター（農協） 

・佐礼谷デイサービスセンター 

・農畜産物加工場 

・ライスセンター     等 

されだに秋季大運動会 保育所秋祭り 



（４）地域内の主な団体 

  佐礼谷地域には、古くから事業の実施や地域内の問題解決を行う組織が存在し、地域振興に

力を注いできました。しかし、生活様式の多様化や近代化、時代背景の変化などの影響により、

組織の運営形態も変化し、最盛期と比較すると活動が少なくなってきているのが現状です。 

  運営方法の見直しや、人員・役員が重複しないような効率的な体制を考慮した上で、「佐礼

谷地域自治振興会」と「佐礼谷地区公民館」を統合して『住民自治されだに』を発足し、他の

団体や組織と連携をとりながら、活動していくこととします。 

 

佐礼谷地域自治振興会 

発足当初の目的は、地域の道路、河川改良等の地元負担金のとりまとめや要望陳情

をする団体でした。また、最盛期には、「環境部門」、「産業部門」、「教育部門」の特別

委員会に地域住民が参加して検討協議し、佐礼谷地区の発展のために大いに貢献しま

した。現在では、地域全体に関わる問題を意志決定する機関となっています。 

 

佐礼谷地区公民館 

地区住民のコミュニティの場として、運動会やふるさとまつりなどの事業を行い、

地域づくりに貢献しています。 

 

佐礼谷小学校教育後援会 

学校・家庭、地域全体（子どものいない世帯も含む）の緊密な連携によって、佐礼

谷小学校の教育に寄与することを目的として活動しています。 

 

佐礼谷地区自主防災会 

住民の隣保協同の精神に基づく自主的な防災活動を行うことにより、地震その他の

災害（以下「地震等」という。）による被害の防止及び軽減を図ることを目的して結成

された組織です。 

 

佐礼谷老人クラブ連合会 

佐礼谷地区の老人たちで結成をされている組織です。人生を明るく暮らすことをモ

ットーに活動をし、地域や小学校の取組みにも寄与しています。 

 

やらいで会 

佐礼谷地区の若手（壮年、青年）の有志が集まって結成をしている組織です。地域

の活性化のために、様々な場面で注力されています。 

 

 

 

 

住民自治されだには、佐礼谷地域自治振興会と佐礼谷地区公民館組織を母体として結

成されました。 



４ 地域まちづくり計画の概要 

◆地域まちづくり計画の構成 

  地域まちづくり計画は、１０年を一つの区切りとし、１０年後の佐礼谷地域をどのような地

域にしたいかという「地域の将来像」を目標に、それを実現させるために必要な３つの「基本

方針」と、それに伴う「推進目標」、具体的な活動を示す「実践活動」の４層で構成されてい

ます。 

  

 

        

 

 

 

 

 

“笑顔と情熱” 

新しい風吹く里 されだに 

手をつなぎ 

支え合うされだに 

みんな楽しく 

元気なされだに 

美しいふるさと 

されだに 

地
域
内
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流
の
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それぞれの推進目標に沿った具体的な実践活動を短期、中期、長期の３段階で設定する 

この計画に沿って 

地域を盛り上げていくのね！ 

地域づくりは人づくり 

あせらずゆっくりが大切じゃ

よ 



基本方針 その１ 

  

 

 

推進目標 実  践  活  動 短期 中期 長期 

地域内交流の 

場をつくる 

三世代交流の実施     

同世代の交流     

健康づくり（体操等）推進     

小地域での高齢者の集まり・ミニサロンづくり      

わんぱく塾への協力      

人にやさしい 

地域づくり 

助け合いセンター（週に２、３回、改善センターを拠点に活動）      

生活支援システムの構築（軽作業・買い物等）     

災害時の要援護者のマップづくり（集会所へ掲示しておく）      

デマンドタクシー（１台 10 人乗り）での送迎      

佐礼谷だけの通貨（シール）研究      

安全・安心の 

まちづくり 

登下校時の見守り（登下校にあわせて行動する）    

子ども・高齢者への声かけ運動     

危険箇所の調査（看板設置）     

子育て支援 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期：１～３年、中期：４～７年、長期：

８～１０年 

 

手をつなぎ支え合う されだに ～ 地域福祉の推進 ～ 



基本方針 その２ 

 

 

 

 

 

 

推進目標 実  践  活  動 短期 中期 長期 

佐礼谷ブラン

ドの創設 

販売品の発掘     

  特産品のブランド化       

  ブランド米（佐礼谷）       

  シシ・ジャーキー（ししじゃけん）       

  
ヤギ（田畑の草を食べてもらう、乳はバター、チーズなどの乳

製品への加工） 
      

  地酒（どぶろく等）づくり       

  花炭づくり（くり・かき・南天）       

特産品・ブランド品のアピール方法の策定      

  マンガを描く（情報の漫画化）       

キャラクターづくり（されモンなど） （必要に応じて） 

新商品の開発（Tシャツ、お酒等）     

おもしろ楽し

い 

佐礼谷づくり 

既存事業の継続と盛り上げ     

交流イベントの取組み     

佐礼谷ネット

ワークの構築 

ホームページの立ち上げ    

学習会の開催（詐欺防止、携帯電話、パソコン）    

色々な教室を立ち上げる（発表会）     

人材バンクの設立と活用    

  講師は地域の達人       

  佐礼谷お助け隊       

都市との交流     

短期：１～３年、中期：４～７年、長期：

８～１０年 

 

みんな楽しく元気な されだに ～ 地域の活性化 ～ 



基本方針 その３ 

 

 

 

推進目標 実  践  活  動 短期 中期 長期 

資源の活用 

エコ活動の推進    

  リサイクル品の活用（骨董品の活用）       

  
資源ゴミの回収(空き缶、古紙）・廃品の活用（小学校が回収

しないもの） 
      

  高齢者のゴミ分別の学習会       

地域資源の活用      

  竹の活用       

  有休農地の活用       

地域環境の充

実 

地域環境の美化・保全 
 

    

  川をきれいに！河川の美化       

  道路河川の整備（街灯、花木）       

  花木を植える       

  ホタルを守る・増やす       

情報通信網の整備（医療、防災のため）      

歴史文化遺産

の保護・継承 

伝統文化の継承      

  伝統芸能の継承（万才、神楽、獅子舞、佐礼谷太鼓）       

  伝統行事の継承（盆踊り、秋祭り、いのこ）       

  昔話の継承（民話、言い伝え、戦争時の話など）       

  佐礼谷白髭神社・山吹神社物語（絵本づくり）       

  佐礼谷文化遺産の保護       

  歴史年表作成       

ロードマップ佐礼谷      

短期：１～３年、中期：４～７年、長期：

８～１０年 

 

美しいふるさと されだに ～ 地域環境の整備 ～ 



５ 資料編 

（１）住民自治されだに規約 

住民自治されだに規約 

 

第１章 総則 

 

（団体の名称等） 

第１条 本会は「住民自治されだに」（以下「本会」という。）という。 

 

 （事務所） 

第２条 本会の事務所は、伊予市中山町佐礼谷甲１１２１番地に置く。 

 

 （区域） 

第３条 本会の区域は、佐礼谷地区とする。 

 

 （目的） 

第４条 本会は、会員相互の連携により地域内の交流と活性化を図り、将来に向けての明確な方

針を定めることで地域の発展と生活の向上に寄与し、住んで楽しい地域づくりを目的とする。 

 

（事業） 

第５条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

(1) 地域住民相互の情報交換並びに交流・親睦に関すること。 

(2) まちづくり計画の策定・実践・評価に関すること。 

(3) 地域住民の健康と福祉の増進、文化、教養の向上並びにスポーツ・レクリエーション等

の実施に関すること。 

(4) 関係機関及び行政との連携協働に関すること。 

(5) 生活環境の保持と改善向上に関すること。 

(6) 青尐年育成に関すること。 

(7) 学校・保育所との連携並びに生涯学習に関すること。 

(8) 防災、防火、防犯に関すること。 

(9) 交通安全の推進に関すること。 

(10) 郷土芸能及び文化遺産の保存と伝承に関すること。 

(11) 農・林・水産物及び特産品の開発振興に関すること。 

(12) グリーン・ツーリズム等、都市との交流に関すること。 

(13) 公の施設等受託した施設の管理運営に関すること。 

(14) その他第４条の目的達成に関すること。 

 

 

 



第２章 会員、組織及び役員 

 

 （会員） 

第６条 本会は、次の各号に掲げる者を会員とする。 

(1) 佐礼谷地区全住民。 

(2) 本会の趣旨に賛同する者。 

 

（組織） 

第７条 本会は、総会、運営審議会、役員会、専門部、団体等連絡協議会、事業実行委員会、広

報区長・広報委員会及び特別委員会をもって構成する。 

 ２ 総会は、すべての会員をもって構成する。 

 ３ 役員会は、会長、副会長、事務局長、事務局次長、会計及び各専門部長をもって構成する。 

４ 運営審議会は、広報区長、広報委員、団体等連絡協議会代表者及び役員会をもって構成す

る。 

 ５ 専門部は、部員をもって構成する。 

 ６ 団体等連絡協議会は、別紙「団体等名簿」に掲げる者をもって構成する。 

 ７ 事業実行委員会は、各種事業を実施するための人員をもって構成する。 

 ８ 広報区長・広報委員会は、広報区長、広報委員、会長、副会長及び事務局長をもって構成

し、必要に応じて関係する役員等が出席する。 

 ９ 特別委員会は、審議課題に対し、本会会長が委嘱した者をもって構成する。 

 

 （役員等） 

第８条 会員の中から、次に掲げる各号の役員を選出する。 

 (1) 会長      １人 

 (2) 副会長     ２人 

 (3) 事務局長    １人 

 (4) 事務局次長   １人 

(5) 会計      １人 

 (6) 監事      ２人 

 (7) 専門部長    各部 １人 

 ２ 会長、副会長、事務局長、会計、監事は、各広報委員区から選出された１５人で構成する

選考委員会で選考し、総会において承認する。 

 ３ 専門部長は、部員の互選とし、総会において承認する。 

４ 事務局次長は、本会会長が委嘱する。 

 

 （役員の任務） 

第９条 本会の役員等の任務は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 (1) 会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

 (2) 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは、その職務を代行する。また、専門部と

の連携に務める。 

 (3) 事務局長は、本会会長の指示により本会の事務全般を処理する。 

 (4) 事務局次長は、事務局長を補佐し、事務処理を行う。また、局長事故あるときは、その



職務を代行する。 

 (5) 会計は、本会の出納経理事務を処理し、預金通帳その他必要な書類を保管する。 

 (6) 監事は、本会会計及び事業運営全般を監査する。   

 (7) 専門部は、本会会長の指示によりそれぞれの分野別課題を処理する。 

 

 （役員の任期） 

第１０条 役員の任期は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 (1) 役員の任期は２年とする。 

 (2) 会長、事務局長の再任は、２期までとする。 

(3) 会計、監事の再任は認めない。 

(4) 本条第２号、第３号以外の役員の再任は妨げない。 

(5) 補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

 （専門部） 

第１１条 本会は、第４条の目的達成のため、専門部を設置し、事業計画の積極的な推進にあた

る。 

 ２ 専門部の部員は全会員内の公募により各部１５人以上採用し、本会会長が委嘱する。ただ

し、定員に満たないときは、第８条第２項に規定する選考委員会で選考し、本会会長が委嘱

する。 

３ 専門部に次の各号に掲げる部員を置く。 

  (1) 部長       

  (2) 副部長      

  (3) 書記       

  (4) 会計       

  (5) 部員      

  

（住民自治推進員） 

第１２条 本会は、各種事業を円滑に実施するため、各広報委員区に住民自治推進員を置く。 

 ２ 住民自治推進員は、各広報委員区で選任する。 

 

 

第３章 会議 

 

 （会議） 

第１３条 本会の会議は、総会、運営審議会、役員会、専門部会、団体等連絡協議会、事業実行

委員会、広報区長・広報委員会及び特別委員会とする。 

 

 （総会） 

第１４条 総会は、すべての会員をもって構成する本会の最高意志決定機関であり、毎年１回、

定期総会を開催する。 

 ２ 総会は、事業計画及び報告、予算及び決算、規約の改廃、役員の承認その他重要事項を審

議し、決定する。 



３ 会長が必要と認めるとき、或いは会員の半数以上の要求によって、臨時に総会を開催する

ことができる。 

 ４ 総会の開催日時は、開催日の１４日前までに会員に周知しなければならない。 

５ 総会に出席できない会員は、代理人もしくは議長に委任をすることができる。なお、委任

状の提出がないときは、議決権を放棄したものとみなす。 

 ６ 総会の議決は、出席した会員の過半数をもって決する。ただし、可否同数のときは、議長

がこれを決する。   

 ７ 本会の解散、統合・合併、財産処分及びその他本会会長が特に重要と認めた事項について

は、出席した会員の３分の２をもって決する。 

 

 （運営審議会） 

第１５条 運営審議会は、必要に応じて運営審議会長が招集する。 

 ２ 運営審議会の正副会長は、第７条第４項による構成メンバーの互選とする。 

 ３ 運営審議会は、第５条に掲げた事業を達成するため、次の職務を行う。 

(1) 本会会長の諮問に応じる。 

(2) 各種事業の企画、実施につき審議する。 

(3) その他本会の円滑な運営上必要な事項 

 

 （役員会） 

第１６条 役員会は、必要に応じて会長が招集する。 

 ２ 役員会は、本会の運営に関すること、運営審議会へ付議する事項等を協議する。 

 

 （専門部会） 

第１７条 専門部会は、必要に応じて部長が招集する。 

 ２ 専門部会は、各所管事項の企画・運営にあたる。 

 

 （団体等連絡協議会） 

第１８条 団体等連絡協議会は、本会が主催する事業を積極的に支援し、参加・協力する。 

  

（事業実行委員会） 

第１９条 事業実行委員会は、必要に応じて事業実行委員長が招集する。 

 ２ 事業実行委員会の委員長は、本会会長とする。 

 ３ 事業実行委員会は、各種事業の企画・運営にあたる。 

 

（広報区長・広報委員会） 

第２０条 広報区長・広報委員会は、毎月１回本会会長が招集する。 

２ 広報区長・広報委員会は、会員への広報広聴活動及び情報の共有化を図る。 

 

（特別委員会） 

第２１条 特別委員会は、本会会長が特に重要かつ緊急とされる課題を審議する必要があると認

めたとき、設置することができる。 

 ２ 特別委員会の正副会長は、第７条第９項による構成メンバーの互選とする。 



第４章 会計 

 

 （会計） 

第２２条 本会の会計年度は、４月１日から翌年の３月３１日までとする。ただし、初年度にお

いては、６月１日を開始とする。 

 ２ 収入は、会費、寄付金、補助金、負担金その他収入とする。 

  

 （会費の徴収） 

第２３条 会費は、年額１戸 ２，０００円とする。 

２ 会費の納期は、４期に分けて徴収する。 

 

 

第５章 会計監査 

 

 （監査及び報告） 

第２４条 監事は、総会開催前に監査を行い、総会に結果報告する。 

 ２ 本会の運営及び活動に対する業務審査を厳正に行う。 

  

 

雑則 

 

（委任） 

第２５条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は会長が役員会に諮って別に定める。 

 

 附  則 

 

 （施行期日） 

  この規約は、平成２０年６月１日から施行する。 



(別紙)団体等名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（五十音順） 

 

 

 

団  体  名 

更生保護女性会 

交通指導員 

佐礼谷自主防災組織 

佐礼谷小学校 

佐礼谷小学校教育後援会 

佐礼谷診療所 

佐礼谷デイサービスセンター 

佐礼谷農産加工組合 

佐礼谷保育所 

佐礼谷保育所後援会 

佐礼谷猟友会 

佐礼谷老人クラブ連合会 

消防団 

森林組合 

中山地区社会福祉協議会 

菜の花会 

農業委員 

農事組合法人（クリエイト） 

保護司 

民生児童委員 

やらいで会 

農協関係 

  農協実行組合 

  ＪＡ女性部 

  佐礼谷経済センター 

文化協会 

  

佐礼谷詩吟クラブ・佐礼谷書道クラブ・ 

佐礼谷舞踊クラブ・中山Ｇハウス・ 

峠のＯＢＡ・ＪＩＮ太鼓・村中万才保存会 

体育協会 

  グランドゴルフ・スポーツ尐年団・ＳＶＣ 

地域内企業 

  
㈱久保組・西本電子工業㈱・㈲日光タクシー 

・福岡建設㈱・㈱藤本建設・郵便局㈱佐礼谷郵便局 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“笑顔と情熱”新しい風吹く里 されだに 

～ 佐礼谷地域まちづくり計画 ～ 
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